
子育て支援員研修Ｑ＆Ａ

Q 誰でも研修を受けられるのですか？

A
岐阜県に在住・在勤・在学の方で、子育て支援の仕事に関心を持ち、子育て支援分野の各事業等に従事することを希

望する方であれば、どなたでも受講できます。

Q 研修案内（リーフレット）はどこにありますか？

A
県の公式ホームページからダウンロードいただくようお願いします。また、各総合庁舎の窓口や県内の各市町村の子

育て支援担当課等でも配布しております。

Q 郵送で申し込むことは可能ですか？

A
可能です。郵送での申込を希望の方は、県の公式県の公式ホームページから申込用紙をダウンロードいただき、必要

事項を記載のうえ、岐阜県子育て支援員研修事務局へ郵送してください。

Q 試験はありますか？

A
修了証書は、【基本研修】と【専門研修】を受講された方にお渡しします。試験はありませんが、理解度確認のため

のテストやレポート提出を行います。

Q コースの種類と概要について教えてください。

A

　
　岐阜県子育て支援員研修では、３つのコースと６つの事業の研修を実施しています。
　それぞれの事業の内容等は以下のとおりです。

コース 事業 従事可能な事業・職員 活動内容

小規模保育事業の保育従事者
定員６～19人の少人数の子どもを対象に保育を
行います。

家庭的保育事業の家庭的保育補助
者

保育者の自宅などにおいて、５人以下の子どもを
対象に家庭的な保育を行います。

事業所内保育事業（１９人以下）の保
育従事者

認可保育所等の保育従事者

②一時預かり事業
《保育従事者》

一時預かり事業の保育従事者
家庭での保育が一時的に困難となった子どもを、
保育施設などで一時的に預かり、必要な保護を
行います。

③ファミリー・サポート・センター
事業
《提供会員》

ファミリー・サポート・センターの提供
会員

子どもの預かりなどを希望する方に対して、その
援助をします。

④利用者支援事業・基本型
《専任職員》

利用者支援事業（基本型）の専任職
員

子育て家庭の個別ニーズを把握し、教育・保育施
設や地域子育て支援拠点等の情報提供や相談・
助言を行うとともに、地域の関連機関との連携や
協働の体制作りをします。

⑤地域子育て支援拠点事業
《専任職員》

地域子育て支援拠点事業の専任職
員

公共施設などの身近なところで、子育て相談や情
報提供、親子の交流の場を設けたりして、地域の
子育て支援機能の充実を図ります。

放課後児
童コース

⑥放課後児童クラブ
《補助者》

放課後児童クラブの補助員
保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に
対し、放課後などに遊びや生活の場を提供しま
す。

会社の事業所の保育施設等で、その会社の従業
員の子どもや地域の子どもの保育を行います。

地域保育
コース

①地域型保育事業
《保育従事者等》

地域子育
て支援
コース



Q 岐阜県で修了した場合でも、他の都道府県で子育て支援員として働くことはできますか？

A
働くことができます。この研修は、厚生労働省の要綱に基づいて実施していますので、岐阜県が交付した修了証書が

あれば、他都道府県でも同じように子育て支援員として働くことができます。

Q 希望するコースの全カリキュラムを受講しなければ、修了できませんか？

A
修了証書の交付には、全カリキュラムの受講が必要です。やむを得ない理由で一部しか履修できなかった場合は、

「一部科目修了証書」を発行することができます。受講できなかった部分を、次年度に受講していただくことは可能で
す。



子育て支援員研修Ｑ＆Ａ

Q 事業ごとの受講時間が知りたいです。

A

　
　事業ごとの受講時間や科目数は以下のとおりです。

Q
ファミリー・サポート・センターの提供会員として活動したいのですが、県の子育て支援員研修を受講する必要があ
りますか？

A
ファミリー・サポート・センター提供会員への研修を市町村で実施していることもありますので、ファミリー・サ

ポート・センター事業実施主体である市町村にお尋ねください。

Q
現在、資格は持たず、放課後児童クラブで補助員として働きたいのですが、「放課後児童コース」を受講する必要が
ありますか？

A
市町村によっては、子育て支援員の資格が従事要件となる場合もあるため、放課後児童クラブ実施主体である市町村

にお尋ねください。

Q
子育て支援員研修の放課後児童コースと、県で実施している「放課後児童支援員認定資格研修」との違いはなんです
か？

A

　両研修とも放課後児童クラブで従事する方向けの研修です。
「放課後児童支援員認定資格研修」は、保育士資格や教員免許を有する方、高卒以上で２年以上放課後児童クラブに

従 事した方等の受講要件があり、修了した方は放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準に基づく「放
課後児童支援員」として認定されます。
「子育て支援員研修」の放課後児童コースは、受講要件はなく、放課後児童支援員等の『補助者』として勤務するこ

とができます。

Q 研修を修了した後、働き先はどのように探せばいいですか？

A
働き先について岐阜県があっせん等を行うことはできませんが、岐阜県保育士・保育所支援センターで就職相談を

行っております。その他、市町村の広報等に掲載される求人情報や、ハローワーク等の無料職業紹介所などもご確認く
ださい。

Q 研修受講中に、会場で子どもを預かってもらうことはできますか？

A 　誠に申し訳ございませんが、お子さんを預かることはできませんので、お子さん連れでの受講はご遠慮ください。

基本研修

①地域型保育事業《保育従事者等》

4科目
(5.5時間)

＋
講義・演習

1日

②一時預かり事業《保育従事者》

4科目
(5.5時間)

＋
講義・演習

1日

③ファミリー・サポート・センター事業《提供会員》
4科目

(6.5時間)

④利用者支援事業・基本型《専任職員》

⑤地域子育て支援拠点事業《専任職員》

放課後児童
コース

⑥放課後児童クラブ《補助者》

コース 事業
受講時間・科目

専門研修

地域保育
コース

8科目
（8時間）

共通科目
12科目

(15時間)

地域子育て支
援コース

7科目
(8時間)

＋
事前自宅学習

1日 (480分相当)
＋

見学実習
1日 (480分)

6科目
(6時間)

6科目
(9時間)



Q 自分のパソコンでeラーニング、オンライン講義を受講できるか不安です。

A 

ご自宅にパソコン等がないなど、eラーニングやオンライン講義の受講が難しい方向けに、「基本研修」、「地域保育
コースの共通科目」、「放課後児童コース」のいずれも、『B日程』では会場での放映や対面講義で実施します。

B日程では、会場にて受講していただくため、個人のパソコンやスマートフォン等は必要ありません。ご自身のパソ
コンやスマートフォン等での受講に不安がある方は、B日程での受講をご検討ください。


